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＜県基礎学力調査の結果から＞ 
（１）全体（県との比較，経年比較から） 

  領域別に見ると，「書くこと」に関しては，前年度と比べると正答率や無解答率に向上は見られるが，

語順正しく書く問題や場面や状況にふさわしい内容を正しく書く問題，自分の考えをまとまりのある文

章で書く問題に課題がある。「読むこと」に関しては，文と文のつながりを理解したり，大切な部分を正

確に読み取ったりすることが課題である。 

また，評価の観点別に見ると，「知識・理解」の正答率が低く，語いや基本的な文法事項の定着が不

十分である。 

 

（２）良好といえる点（◇は，昨年度，今年度ともに良好な点） 

①There is ～を用いた文を語順正しく書くことができる。 

②情報を整理しながら状況について読み取ることができる。 

 

（３）課題点及び指導のポイント（◆は、昨年度、今年度ともに課題点） 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学３年 英語 

①①一一般般動動詞詞をを用用いいたた文文のの内内容容のの問問いい返返しし方方をを理理解解ししてていいるる 

○問題４（１）   

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

指導改善のポイント 

・問答を行う際に，相手の発話に応答する表現を指導し，積極的に活用させる。  

（Really?  Me, too.  Oh, do you? 等） 

☛分析  

問いかけに対する応答の仕方の理解に課題がある。 

また，問い返しの後に，Was it～?の文が続いているので，wereを選んでしまった場合

も多いと考えられる。 

②②最最上上級級（（mmoosstt））やや，，前前置置詞詞句句のの後後置置修修飾飾をを用用いいたた文文をを語語順順正正ししくく書書くくここととががでできき

るる  

 ○問題５（３）（５）    

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

☛分析 

英語の語順や英語特有の修飾の仕方についての理解や，英文を語のまとまりで捉える力

に課題が見られる。 
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③③大大切切なな部部分分をを正正確確にに読読みみ  

取取っったたりり，，場場面面やや状状況況をを理理  

解解しし書書きき手手のの伝伝ええたたいい情情  

報報をを読読みみ取取っったたりりすするるこことと  

ががででききるる（（◆◆））  

 ○問題９（２）（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導改善のポイント 

・まとまりのある英文を読み，中心となる話題についてまとめる活動や，文と文のつながりに

注目させ読み取らせる活動（ジグソー・リーディング等）を行う。 

☛分析 

接続詞や代名詞等に注意して文と文のつながりを捉えたり，大切な内容がどこに

書かれているのかを捉え正確に読み取ったりすることに課題が見られる。 

④④与与ええらられれたた情情報報ををももととにに，，伝伝ええたたいい内内容容をを正正ししくく書書くくここととががででききるる（（◆◆））  

 ○問題１０（１）（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導改善のポイント 

・語順に関する指導（英語と日本語との語順の違いや英語特有の修飾の仕方について）を行う

とともに，英文を語のまとまりで捉え，理解したり表現したりする活動を行う。 

☛分析 

動詞の時制や前置詞の使い

方など基本的な文法事項の定

着に課題が見られる。 
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＜今後の指導にあたって＞ 

 ○文法事項の指導については，意味や機能を理解させた上で，既習の文法事項との関連を

図りながら，実際に活用することで学習した内容が確かな理解となるよう工夫すること

が必要であり，場面や状況に合う表現を自ら考えたり選択したりして活動ができるよう

にすることが大切である。 

○言語活動を行う際には，言語材料について理解したり練習したりする活動と，実際に言

語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合うなどの活動をバランスよく行うことが必要

である。 

○学年毎の到達目標（４技能それぞれにおける学年毎の到達目標）を明確にし，段階的・

継続的に指導やその検証を行うことが大切である。 

 

⑤⑤初初歩歩的的なな英英語語をを用用いいてて，，自自分分のの好好ききななここととににつついいてて自自分分のの考考ええやや気気持持ちちがが正正ししくく

伝伝わわるるよよううにに，，ままととままりりののああるる文文章章をを書書くくここととががででききるる  

 ○問題１１    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導改善のポイント 

・まとまりのある英文を書く活動を段階的・計画的に取り入れる。（学習した事項を活用し

て自己表現する段階→文と文のつながりを考えて書く段階） 

・書く内容を発想させるためマッピングを行ったり，英文構成を意識させるためのパラグラ

フ・ライティングに取り組ませたりする。生徒が書いた英文を教師が評価し，リライトさ

せることも大切である。 

 

 

指導改善のポイント 

・新出事項と既習事項を対比し理解させたり，関連のある文法事項をまとめて整理したりする

（現在形と過去形，未来形の指導の後，時制としてまとめて整理する）など，基本的な文法

事項の定着を図る。 

☛分析 

自分の考えや思いを，既習の語いや表現を正確に用いて書くことに課題が見られる。

また，書くことに対する意欲という面でも課題がある。 


